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は じ め に

私たちは、未来を担う子どもたちが、豊かな知性やすこやかな心と体を

兼ね備え、社会の一員としての公徳心や社会性を身に付け、夢に向かって

チャレンジできるよう、たくましい人間として育てたいと考えています。

しかしながら、家庭の教育力の低下や社会環境の変化など、子どもを取

り巻く環境が多様化、複雑化している中にあって、規範意識が低く自分の

感情がコントロールできない子どもが増えてきています。

このような中、県内の小学校、中学校では、近年、暴力行為の発生件数

が増加傾向にあり、その状況は全国的にみても憂慮すべき状況であります。

特にここ数年、小学校での問題行動が増加し、低年齢化が大きな問題とな

っています。

このような状況を踏まえ、県教育委員会では、平成２１年度から香川大

学教育学部と連携して、県内の問題行動等の実態及び発生の背景や要因の

分析を行うとともに、地域や学校の中核となって問題行動等に対応するミ

ドルリーダーと連携し、問題行動等の予防、早期対応に実践的に取り組ん

できました。そして、今般、この成果を踏まえ、各学校において問題行動

等の予防、早期対応を行うための「小学校問題行動等防止プログラム」を

策定しました。

本書を手引書として、各小学校において学校の実態に応じたスクールプ

ログラムが策定・実施されることにより、予防的・積極的な生徒指導の一

層の充実が推進されるものと期待しています。

児童一人一人にとって、自分の通う学校が「いっしょに過ごしたい仲間

のいる毎日通いたい学校」、「活き活きと過ごせて、自分を磨き伸ばすこ

とのできる学校」として愛着の持てる場所となることを願ってやみません。

問題の解決は容易ではありませんが、県教育委員会としましても子どもた

ちを主役に、学校、保護者、地域と手を携え、取り組んでまいりたいと思

います。

香川県教育委員会教育長

細松 英正
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